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▲市役所統制局

▲四辻山中継局

　
本
市
は
、
台
風
の
襲
来
に
よ
り
、
昭

和
51
年
、
平
成
２
年
に
甚
大
な
浸
水
被

害
を
受
け
、
近
年
で
は
、
平
成
16
年
に
、

台
風
に
よ
る
異
常
潮
位
と
満
潮
が
重
な

り
、
沿
岸
部
で
７
３
３
戸
が
浸
水
す
る

と
い
う
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
災
害
時
に
、
迅
速
に
水
位
・
潮

位
な
ど
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
住
民
の

皆
さ
ん
に
適
確
な
避
難
情
報
を
お
伝
え

す
る
た
め
に
、
平
成
18
年
度
に
総
事
業

費
約
５
億
２
千
万
円
を
か
け
、
デ
ジ
タ

ル
方
式
の
防
災
行
政
無
線
を
整
備
し
ま

し
た
。

　
防
災
行
政
無
線
整
備
工
事
の
概
要
は
、

市
役
所
本
庁
舎
の
防
災
無
線
放
送
室
の

中
に
統
制
局
を
、
長
船
町
東
須
恵
の
四

辻
山
に
中
継
局
の
鉄
塔
を
建
設
。
ま
た

市
内
49
カ
所
に
屋
外
放
送
塔
を
設
置
し
、

行
政
委
員
、
民
生
委
員
、
消
防
団
員
な

ど
の
皆
さ
ん
宅
へ
戸
別
受
信
機
を
設
置

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
移
動
系
の
設
備
と
し
て
、
公

用
車
と
消
防
車
に
車
載
型
の
無
線
機
を

58
台
整
備
し
、
携
帯
型
の
無
線
機
な
ど

も
１
１
３
台
整
備
し
ま
し
た
。

　
４
月
１
日
か
ら
防
災
無
線
の
本
格
的

な
運
用
を
開
始
し
ま
す
。
災
害
時
に
は
、

屋
外
放
送
塔
と
戸
別
受
信
機
を
使
っ
て
、

市
役
所
の
対
策
本
部
か
ら
避
難
勧
告
な

ど
の
避
難
情
報
を
放
送
す
る
と
と
も
に
、

火
災
時
に
も
消
防
本
部
か
ら
火
災
情
報

を
放
送
し
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
か
ら

の
各
種
お
知
ら
せ
も
、
こ
の
無
線
設
備

を
利
用
し
て
放
送
し
ま
す
。

　
屋
外
放
送
塔
と
戸
別
受
信
機
に
向
け

て
電
波
を
送
信
し
、
毎
日
、
午
前
７
時

と
午
後
５
時
に
、
チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら
し

ま
す
の
で
、
こ
の
音
で
正
常
に
受
信
で

　

市
民
の
安
心
と
安
全
を
支
え
る

防
災
行
政
無
線
の
運
用
を
開
始

車
載
型
無
線
機

気
象
デ
ー
タ
表
示
装
置

屋
外
放
送
塔

水
位
観
測
装
置

き
て
い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
本
年
７
月
に
は
、
本
市
の
デ
ジ
タ
ル

防
災
行
政
無
線
整
備
の
完
成
を
記
念
し
、

中
国
総
合
通
信
局
と
本
市
が
主
催
で
、

瀬
戸
内
市
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
通

信
訓
練
・
防
災
講
演
会
（
仮
称
）
の
開

催
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
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瀬戸内市防災行政無線
屋外放送塔（屋外子局）水位観測局等位置図

戸別受信機

テレメータ装置 ４カ所
（水位、潮位、監視映像）
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